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種子消毒

●種籾は無消毒種子を用いて温湯種子消毒を行う。
出穂期 成熟期

ただし、以下の方法も選択可能とする。

●温湯消毒済種子への浸漬前・浸漬時にタフブロック処理を行うこと。
●温湯消毒済み種子へのタフブロック湿粉衣した種子を使用すること。
※タフブロックは農薬成分回数はありません。

★タフブロックをご使用の際はJAへご相談ください。

登　　　　　　　　　　　　熟 注）〇内の数字は成分回数を表します。農薬使用基準を正しく守りましょう。
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育苗箱施薬 　　稲名人箱粒剤 ②

体系

先陣１キロ粒剤 ②　又は、
先陣ジャンボ ② 又は、
先陣200FG ②

初期

初中期
オイカゼZ１キロ粒剤 ②　又は、
オイカゼZジャンボ ②　又は、
オイカゼZ250FG ②
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本田防除

　　純鉄ARG=2000 ６０㎏　・　ミネラルG(粉) ２００㎏　・　ケイテツ　80㎏
●リン酸質肥料
　　リンスター30(BMリンスター30)・苦土重焼燐・ファイトアップ・マルチサポート２号
●マンガンホウ素肥料　　マルチサポート２号　　
　　ＦＴＥ（マンガン・ホウ素等）　・　ミネラス　・　アグリエース

●漏水田対策（荒起し時）

◆土づくり資材（土壌改良剤）下記資材は、生産者の判断で使用ください。

●腐熟促進剤
　　アグリ革命アクア　・　豊土サングリーン　・　ワラクサール
●含鉄資材（10アール当り施肥量）  　　 田んぼの守 ６０㎏    

除草剤

【出穂前～出穂期】　　＜ウンカ類・カメムシ類＞

キラップフロアブル ①　又は、キラップ粉剤DL ①

【出穂後】　　　＜カメムシ・ウンカ類＞

スタークル液剤10 ①　又は、スタークル粉剤ＤＬ ①

その他に「いもち病・紋枯病・稲こうじ病」対策として、農薬カウント
されない防除剤を別紙に記載しております。

◆施肥基準（１０アール当り） ◎化学肥料由来の窒素量（２．７５㎏／１０a）厳守 　　農業用ベントナイト（0.7t～１ｔ/１０アール）を施用する。　

一発肥料体系　　（）内は、化学肥料由来の窒素量 ペースト肥料体系　（）内は、化学肥料由来の窒素量
堆肥散布の省力肥料名 基肥(kg)

※注1・堆肥は１０アール当り０．５t～１tとするが、堆肥の
施用量については、土づくりの集積状況や土壌診断に基
づいて決定する。

新ふりかけ堆肥eco 60～80
但し、新ふりかけ堆肥ecoは、１袋２０kgで堆肥２００kg分の腐植があり、省力散布が可能です。（ミスト機で散布可）
堆肥隔年もしくは連用の場合は６０㎏まで。堆肥無施肥～３年に１回などの場合は８０㎏までとしてください。

窒素 燐酸 加里 苦土
窒素 燐酸 加里肥料名 元肥 追肥

成分量（㎏）
肥料名 元肥

苦土
※注2・すご稲有機355は、基準量の±３０％の範囲
内で、圃場条件により増減が可能です。
但し、最高４０ｋｇ／１０ａまでとします。

生わら 全量

追肥
成分量（㎏）

※注4・ペースト肥料体系で穂肥の場合には、生育状況に応じて
【優作】に替えて下記肥料のいずれかを、上限まで施肥可能で
す。

1000

堆肥
※注1

一発肥料体系は穂肥の必要がありません。但し、

堆肥
注1

生わら 全量

0.81000

リンスター３０ 10 3.0 0.8
生育状況で右
記の肥料のい
ずれかを施肥し
ても良いこととし
ます。
但し、すご稲有
機355を30㎏以
上施肥された方
は、穂肥をする
前にＪＡに相談
ください。

リンスター３０

成分量（㎏）/10ａ フレーバーペースト

1.0 1.0
プレミア３４ （0.49） プレミア３４

みんな

10 3.0
成分量（㎏）

（いづれか） （上限） 窒素 燐酸 加里 734 （1.37） （いづれか１つ）

2.8
1.2 1.6

肥料名 穂肥
（上限）

肥料名 穂肥
40 窒素 燐酸 加里

珪酸加里
20 4.0 0.8 0.8 0.8

珪酸加里
20 4.0優作 普 10

1.0
（0）

すご稲有機
35

4.55
1.8 1.8

0.8 みんなゆ～き 20
1.4

0.5
355 ※注2 （2.23） 化成1号 （0.5）

島コシ
5

0.5
1.0 0.75 1 0.81号 （0.5）

優作 15
1.5

1.5 1.5（0.74）※注4
島コシ化成

5

令和８年産　特別栽培米「奥出雲千石米　コシヒカリ」栽培ごよみ（飯南）

近年の高温対策の為、基肥施肥窒素を4.5㎏前後に増設定しています。 近年の高温対策の為、基肥施肥窒素を4.5㎏前後に増設定しています。

　※粒状肥料体系（全層施肥）については、【令和８年産　特別栽培米「奥出雲千石米　コシヒカリ」栽培ごよみ（飯南）】の施肥設計を掲載していませんが、引き続き粒状肥料体系でも栽培可能です。（別紙、参照ください）

5.7 7.1 1.6
　（）内は、化学肥料由来の窒素量

（2.23） ゆ～き （0） （2.11）
10

0.7
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4.3
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4.55
4.8 5.8 1.6



※注1

※注2

※注3

加里 苦土

3.0

4.0

肥料名 基肥(kg) 追肥（kg）
窒素 燐酸

成分量（㎏）

生わら 全量

堆肥
※注1

1,000

0.8

優作　特 30
3.0

3.0
（1.47）

リンスター３０ 10 3.0

（0.74）

けい酸加里

1.5

プレミア３４

優作　特
1.5

1.5

「けい酸加里プレミア34」は、中間追肥での施用。

「優作 特」の穂肥は、出穂前18日（幼穂長約5㎜）での施用。

（）内は、化学肥料由来の窒素量

特別栽培米「奥出雲千石米」コシヒカリ　粒状肥料体系基準　（基肥＋穂肥）　 

※注2

20

15

※注3

「堆肥」は、10アール当り0.5ｔ～1ｔとするが、堆肥の施用量について土づくりの集積状況や土壌診断に基づいて決定する。
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特別栽培米「奥出雲千石米」　農薬使用カウントされない本田防除剤　（コシヒカリ・つや姫）

摘要病害虫 希釈倍率
使用液量
（10ａ当り）

使用時期 使用方法

1,000倍 60ℓ～150ℓ 散布

8倍 800㎖ 無人航空機による散布

紋枯病
もみ枯細菌病

1,000倍 60ℓ～150ℓ 収穫14日前まで 散布

1,000倍 60ℓ～150ℓ 散布

8倍 800㎖ 無人航空機による散布

稲こうじ病 2,000倍 60ℓ～150ℓ 出穂10日前まで※1 散布

判定

〇

〇

〇

×

※

ドイツボルドーA

「カスミン液剤」、「バリダシン液剤５」、「キラップフロアブル」の３剤混用は事例がありません。
よって、混用する場合は「カスミンバリダシン液剤」と「キラップフロアブル」の混用としてください。

「ドイツボルドーA」の使用については、散布後に高温となる場合は薬害を生じやすいため天候や散布の時間帯に注意する。
また、出穂期以降では特に薬害が生じやすいため出穂１０日前以降の使用は避ける。
なお、散布後7日間は落水・かけ流しを行わない。

※1

いもち病 穂揃期まで

穂揃期まで
いもち病
紋枯病

【混用例】　「キラップフロアブル」との混用の可否

農薬名

カスミン液剤

バリダシン液剤５

カスミンバリダシン液剤

農薬名

カスミン液剤

バリダシン液剤5

カスミンバリダシン液剤

ドイツボルドーA


